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令和１年 8 月  15 日 

知立市議会議長 様 

 

報  告  者 杉山 千春（公明党） 

日    時 令和 1 年 8 月 8 日（木）13 時半～15 時 

視察（研修）場所    静岡市 静岡市役所 

目    的   「災害時のペットの取率扱いについて」 

 

はじめに 

静岡市における動物に対する扱い指導や保護等の拠点となる施設 

「静岡市動物指導センター」「動物愛護館」の２施設の紹介、説明があった 

☆静岡市動物指導センター 

＊業務内容 

 1・飼い犬の登録・狂犬病予防注射の実施 

  平成 30 年度実績 

   実登録頭数 33,429 頭 予防注射頭数：28,217 頭 注射率 84，4％ 

 2・迷い犬の捕獲・保護及び収容  

 3‣咬傷事故に対する調査及び指導 

 4・ペットの適切な飼い方指導及び苦情相談への対応 

 5・動物愛護指導の普及・啓発及び行事の開催 

 6 動物取扱業の登録及び指導 H30 実登録：411 件 

 7 特定動物の飼養・保管及び指導  

 8 飼えなくなった犬・猫の引き取り 

    H30 年度実績 犬：3 頭 猫：519 頭(うち拾得猫 479 頭) 

 9 成犬譲渡(平成 16 年度～累計譲渡数（467 頭） 

 10 負傷動物の保護及び収容 静岡獣医師会に委託 

 11 行方不明・迷い込みのペットに関する情報提供 

 12 死亡したペット動物の火葬 H30 年度実績：7,861 件 

☆動物愛護館 

 1、動物愛護に関する講習会等の開催 

 2、動物に関する図書・資料等の展示及び閲覧 

 3、飼養相談 平成 30 年度実績 4,626 件 

 4、動物ふれあい広場の開設 

 5、動物愛護館の動物（ふれあい犬、猫）の飼養 

 6、子犬、子猫の飼養及び譲渡 

  平成 30 年度 子犬：9 頭 猫 76 頭 ＊猫の譲渡は 22 年度より開始 

 

    以上 2 施設の業務内容の説明があった 

 



 

  災害時のペットの取り扱いについて 

☆ 静岡市の地域防災計画及び災害時の動物救護活動に関する協定書に関する 

協定書に基づきペットの救護活動を行っている。 

静岡市は、平成 25 年 3 月に災害時における被災動物の救護活動を、静岡市 

獣医師会 日本愛玩動物協会と協働して、行うことの協定を締結した。 

〇 協定に基づき、被災動物救護計画を策定 

 ① 災害時における対策 

   イ、年 1 回の静岡市総合防災訓練 

     毎年 9 月 1 日の防災の日に静岡市全体で防災訓練の実施 

    【動物指導センターで実施する訓練】 

     ・防災メール等を使用した職員参集訓練 

     ・動物愛護館における来館者避難誘導訓練 

     ・施設の被害状況等の把握訓練 

     ・静岡市獣医師会所属病院との通信訓練 

   ロ、災害時の同行避難訓練 

     動物指導センターでの市政出前講座で 

     「災害時、あなたのペットは大丈夫？」という講座を行い 

     希望団体からの申請により随時、ペットの防災対策の講義を 

     おこなっている。内容は、飼育者への防災対策の教育、啓発 

     避難所での他人とのトラブルなど。 

 ハ、自主防災連絡会での説明 

       3 区の自主防災連絡会でのペットの同行避難、普段の備え等、 

       ペットの防災対策の必要性の説明を行い、後日希望の自治会へ 

       出前講座行う。 

       ＊数年前は、説明を行うと「人間の方が大事だ」と罵声を浴びた 

        こともあったそうだが、ここ数年は理解を示してくれている 

        とのこと。 

    二、動物救護対策会議での定期的な開催 

  ホ、パンフレットの配布 

 

   ➁災害時の備蓄について 

     静岡市として、災害時用の備蓄はしていない 

     通常の運営に使用しているゲージその他の常備品により対応。 

     不足分は対策本部の動物対策班の連絡調整チームが調達する 

     また、一般財団法人ペット災害対策推進協会が所有する備蓄品の保管 

     のものを使用する。 

   ③今後の課題について 

    ・飼い主のペットの防災対策に対する意識向上 

    ・自治会での同行避難訓練の実施 

    ・避難所におけるペットスペースの確保 

             ↓ 

 



   

  自主防災連絡会等でのペットの防災対策の必要性を説明し地域の防災計画に

入れる 

 
 【所感、知立市における課題】 

   静岡市は、動物愛護施設や日頃より体制もととのっているので 

   ペットの取扱いや、同行避難訓練等を防災訓練のおりに行っている。 

   知立市では平時でもペットに対する管理体制や、啓発等、動物愛護の 

   姿勢は後退的に感じる。 

   市民の方に、災害時のペットの取扱いを示していくことや同行避難訓練 

   等、早急に進めていき、いざの時の安心を持っていただけるよう、 

   声をさらに上げていきたい。 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 
※報告書は視察（研修）場所ごとに作成してください。 

 報告書は視察（研修）終了後１週間以内に提出してください。 

 

 

 

 

 


